
 山中基充  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者 

１ 行政でのＳＭＳの活用について           （１０分） 

ＳＭＳ（ショートメッセージサービス、以下ＳＭＳ）を活用した行政

業務の効率化について質問します。 

保険料や税金納付のお知らせ、また、がん検診、特定健診、乳幼児健

診、予防接種のお知らせなど、市から市民への通知や連絡は封書やはが

きが活用されております。また、税金滞納者への郵便、電話、メールに

よる督促も行われていると思います。 

郵便物の場合、開封されず置きっ放しで見てもらえない、間違って捨

てられてしまう、電話だと行政側から発信できる時間が限られ、メール

を送っても見ているかどうか確認ができないなど、担当者にとっては市

民への連絡手段に悩まれているのではないでしょうか。 

埼玉県新座市や千葉県柏市など多くの自治体で、市民への連絡手段と

して、ＳＭＳを活用し、業務の効率化と市民サービス向上に取り組んで

います。 

ＳＭＳは、携帯電話の電話番号を宛て先にメッセージを送信でき、相

手が開封したかどうかが確認できて、開封率は 90％以上と言われており

ます。 

電話での連絡と違って文章として残りますので、受信者が後からでも

確認できますし、相手の時間を邪魔することなく、伝える事ができます。

また、郵便費用よりも費用を抑えられます。開封率が高いということは、

情報が届くということです。 

課題としては、ＳＭＳを使ったフィッシング詐欺等と混同される懸念

ですが、「市では、ＳＭＳを利用してＡＴＭの操作をお願いしたり、口

座情報を聞き出したりすることはありません。」と、お知らせを徹底し、

市役所と電話等での連絡を促すことに徹する事で対策できると考えま

す。ＳＭＳの会社によっては、ＳＭＳに掲載する電話番号を市の代表番

号にすることもできます。 

行政でのＳＭＳの活用について、市の考えを伺います。 

(１) 市のお知らせ、督促の状況とその成果について 

(２) ＳＭＳ活用の利点について 

(３) ＳＭＳ活用の懸念について 

(４) 市税の納付忘れなど通知にＳＭＳの活用を。 

 

２ ２０２２年からの成人式について           （１０分） 

２０１８年（平成３０年）６月に、民法の定める成年年齢を１８歳に 

引き下げること等を内容とする「民法の一部を改正する法律」が成立し、

２０２２年（令和４年）４月１日に施行されます。１８歳の多くは高校 
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 山中基充 

質問の件名及び質問の要旨(質問時間) 答弁を求める者 

３年生であり、大学受験や就職といった進路選択の大事な時期であること

に配慮し、成年年齢引き下げ後も２０歳での式典開催を継続する事を表明

する自治体が増えてきました。 

２０２０年の成人式も終了し、もし、１８歳の成人式を行うとするなら

ば、現在１６歳、１７歳、１８歳のお子さんを持つ皆さんがそろそろ着物

の予約をどうするか等を具体的に検討する時期に差し掛かっております。 

多くの混乱を避けるためにも２０歳式典（仮称）を実施し、１８歳の成

人になる時にも何らかの記念になる取組も必要だと考えます。 

(１) 近隣市町の動向について。埼玉県の動向について。 

(２) 保護者や未成年の皆さん、事業者などの意見について 

(３) ２０歳式典について。また、１８歳の成人記念の取組について。 

 

３ ＧＩＧＡスクール構想の実現について       （１５分） 

２０１８～２２年度の教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画（以

後５か年計画）での学習用コンピューター３人に 1台の整備から、昨年末

の閣議決定で 1人 1台へ、そして、令和２年度補正予算でコロナ禍での休

校にともなうオンライン学習の必要性もあり今年度中に１人１台のタブ

レットを備えるために、ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障

(国の令和２年度補正予算額 ２，２９２億円)が、成立しております。 

また、最新設備の導入や活用は、それを行う人材が必要です。教える教

職員のスキルアップの必要性が指摘されています。５か年計画には、ＩＣ

Ｔ支援員の４校に１人の配置が目標に掲げられており、教員のサポートの

他、教える側のスキルアップにつながると考えられます。 

さらに、新型コロナウイルス禍で 1人 1台のタブレットを活用して、ま

た、埼玉県戸田市のように、家庭にＰＣやタブレットのない児童・生徒に

学校にあるＰＣを貸し出し、全小・中学校でオンライン学習を実施してい

る自治体があり、秋、冬に予測されている第２波に備える為にも、ＧＩＧ

Ａスクール構想の前倒しでの実現と並行して、また先駆けして同様の取組

が必要ではないでしょうか。 

(１) 学習用コンピューターの設置率は埼玉県では、７．４人に１人、全

国平均５．４人に１人よりも低い状況です。当市の状況について。 

(２) 全ての小・中学校のＬＡＮ整備、統合型校務支援システム導入の状

況について 

(３) 教職員のスキルアップの取組とＩＣＴ支援員の配置について 

(４) 前倒しされているＧＩＧＡスクール構想への取組について 

(５) 休校中の児童・生徒の学習状況とオンライン学習の取組について、

各家庭の環境格差の是正の為のＰＣやルーターの貸出しについて。 
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４ 市役所窓口に「レインボーフラッグ」を        (１０分) 

多様性を認め合い、共に生きていく社会にむけて、鶴ヶ島市議会では 

平成３０年に衆参両議長、総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣などに、「Ｌ

ＧＢＴなどの性的マイノリティへの理解と社会環境整備の促進を求める

意見書」を全会一致で提出しております。 

 渋谷区では、渋谷区男女平等及び多様性を尊重する社会を推進する条例

によるパートナーシップ証明書を交付しており、県内でもさいたま市が交

付を県内初で本年４月から実施するなど広がりを見せております。 

 鶴ヶ島市では、自治体ごとに様々な形での証明書の発行よりも法律によ

る整備が必要と、議会での一般質問の答弁で考えを示しております。 

 一方で、市は、各種申請書等の不必要な性別欄を削除することや市民向

けのセミナーや職員研修などでも性の多様性への理解を深める取組をさ

れております。 

 県内でも朝霞市や新座市などでは、性の多様性への理解への姿勢を示す

レインボーフラッグを窓口に設置して、暗黙のうちに、関係する皆さんの

安心を生み出しています。 

 レインボーフラッグとは、ＬＧＢＴの尊厳と社会運動を象徴するもの

で、現在では赤・オレンジ・黄・緑・青・紫の６色が使用されています。 

(１) 鶴ヶ島市でのＬＧＢＴなどへの性の多様性への理解を深める事を

担当する部署について 

(２) 市におけるＬＧＢＴなどへの性の多様性への理解を深める取組に

ついて 

(３) レインボーフラッグを総合受付、女性センター、担当窓口等に設置

する事について 

 

５ 鶴ヶ島市の個別施設計画策定はなぜ令和３年度なのか  (１５分) 

公共施設等の総合的かつ計画的な適正管理の推進について、所謂公共施

設等総合管理計画は、鶴ヶ島市も含め９９．７％の自治体で策定されてお

ります。さらに、国は、個別施設ごとの具体的な対応方針を定める個別施

設計画について令和２年度までの策定を求めています。 

鶴ヶ島市では、令和３年度に策定となっており、交付金が得られない、ま

た、個別施設計画策定を条件に「公共施設等適正管理推進事業債」が用意

されていますが、その活用ができないのではないでしょうか。立地適正化

計画に基づくものや除却事業については、個別施設計画への位置づけは必

要としないようですが、今後の公共施設の複合化や長寿命化などに支障を

きたすのではないでしょうか。 
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(１) 鶴ヶ島市公共施設等総合管理計画の個別施設計画策定が令和３年

度で国が求める令和２年度ではない理由について 

ア 令和２年度ではない理由について。また、国や関係機関との調整に

ついて。 

イ 計画策定に基づく、交付金や有利な市債活用に支障の懸念は。 

(２) 全庁的な体制で、総合管理計画のＰＤＣＡサイクルを確立しつつ、

不断の計画の見直しが求められておりますが、市の体制について。 

(３) 議会や住民との情報共有を図ると総合管理計画の指針にあります

が、取組について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


